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1．目 的  

「大量かつ多種多様な情報（文字、イメージ、音声、映像等）の中から、利用者が必要とする情報を効  

果的に検索・利用できるシステムの構築」を目標とした電子図書館システムの有効性と技術的限界を実証  

するために、国立国会図書館等関係機関と連携しつつ実証試験を行う。   

本実証試験では、現存する情報■ネットワーク技術で作られた実際の実験施設を用いて、電子図書館シ  

ステムとして理論づけられた磯能・性能を実証する。   

更に、画像やテキストデータは極力標準的なフォーマットにのせることに留意し、各個別要素技術を統  

合し社会的に認知されるよう改良を加える方向で、国立国会図書館及び各モニタに評価をお願いする。実  

証試験期間は、平成7年度、9年度を予定している。   

2．実証実験の内容   

以下のテーマに関する実証試験を行う。  

（1）総合蔵書目録ネットワーク実証試験   

本実証試験に参加する国立国会図書館、都道府県立図書館、政令指定都市立図書館の内16図曹館が所  

蔵している蔵書の目録データ（JAPANMARC、民間MARC等計4種類）から書誌情報、所蔵情報（約  

800万件）を抽出し、Ⅳ－ISDN回線を介して、情報基盤センターに伝送した後、情報基盤センターで統一  

フォーマットに変換した上で書誌同定を行い、総合蔵書目録データベースを構築する。   

データ提供参加館及び検索のみの参加舘の9館からなる25館に設置した端末から、情報基盤センター  

に設置した総合日録データベースにアクセスし、書誌情報を検索する。   

総合目録データベースは、参加図書館のシステム中に記録されている目録データをそれぞれ更新する毎  

に、回線を通じて自動更新する。  

（2）電子図書館システム実証試験   

実用的な電子図書館を実現させるためには、電子図書館が収容すべき大量・多様の情報を使って分類、整  

理、検索等を行う方法及び技術の評価を行う必要がある。   

そこで、国立国会図書館関西館システムのプロトタイプとして評価できる規模で、大量かつ多種多様な  

電子化文献（コンテンツ）を作成し、その情報量の中から利用者や図曹館職長が必要とする情報をいかに効  

率的に検索・利用できるかを評価するため、以下の3実証試験を行う。  

（i）大量電子化文献（コンテンツ）検索システムの構築・評価   

分散された大量かつ多種多様な電子化文献（コンテンツ）を収蔵したデータベースを高速回線を用いて接  

続した際に、利用者の利便性（使いやすさ）電子化文献（コンテンツ）の特性に応じた検索方式の最適性必  

要とする電子化文献（コンテンツ）の検索率、検索時間等から見た各検索方式の実用性他検索方式との性能  

比較の観点から、高速回線で接続された分散・大量データベースにおけるインデックスファイルの構築方  

法や索引語の取扱い方、フィルタリング手法、典拠ファイル形式に合う適切な検索方法等についての実証  

試験を行う。  

（ii）電子図書館による新しい図書館利用形態の実証試験   

新しい電子図書館システムの一つの形態として考えられる、個人による調査研究結果等のアップロード  

サービスやグループによる共同調査、論文執筆、文献執筆支援サービスを実現させるために、個人個人の  

電子化文献（コンテンツ）と電子図書館蔵書、総合日録とのリンクづけ等を行う実証試験を行う。  

（iii）蔵書の電子化手法の実証試験  
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図書館サービスの中には、蔵書のコピーサービスがあり、盛んに利用されている。このコピーサービスに  

着目し、コピー内容を別途デジタル出力させ、蔵書のデジタル化の方策の実現性を検証する。   

コピーされた直後のデジタルデータは一貫性のない部分的なデータの集まりにすぎないが、これを分類・  

整理することにより一つのまとまったデータベースにする方法を検討、実証する。   

実証試験の評価基準は、従来の電子化文献（コンテンツ）の作成費用との経済性比較及び品質比較等によ  

り行うこととする。  

3・実証試験用電子化文献（「コンテンツ」）  

電子化タイトル  試験利用方法例  

（a）国立国会図書館  150タイトル  高精細度カラー   ・高精細度カラー表示   

所蔵貴重書   7，100枚  イメージ入力   ・画像編集   

（b）明治期刊行物  21，225枚  
無  

（社会科学分野）  約600万貫   ・ユーザの利用評価  

（c）第二次世界対戦   モノクロイメージ   ・画像入力形式評価    3，000冊  

前後の刊行図書   約75万頁  入力   ・書誌検索手法の評価  
混在  

23誌  

（d）国内刊行雑誌  
・画像検索手法の評価  

約84万頁  
有   

（e）国会審議用調査   256冊  テキスト及び   ・ユーザの利用評価   有   

資料   約5千貢  対応するモノクロ  ・全文検索効率の評価   NDIJ   

（f）憲政資料   約34千冊  イメージ   ・曖昧語、概念検索等の試験  無   

・著作権処理試験  
（g）出版社提供資料  約160万貢  モノクロイメージ   ・漫画、雑誌等の検索   有   

（b）出版社提供資料   400冊  テキスト   ・岩波新書等   有   

※NDL：国立国会図書館  

4．実証試験参加機関   

情報処理振興事業協会（エPA）情報基盤センター  

国立国会図書館（ⅣDL）  

電子技術給食研究所（ETL）  

都道府県立図書館、政令指定都市立図書館   

（データ提供・検索館）秋田県立図書館群馬県立図書館、千葉県立西部図書館、東京都立中央図書館、神  

奈川県立図書館、新潟県立図書館、山梨県立図書館、長野県立図書館、静岡県立中央図書館、愛知芸術文  

化センター愛知県図書館、鳥取県立図書館、島根県立図書館、山口県立山口図書館、大分県立図書館、横  

浜市立中央図書館  

（データ検索館）宮城県立図書館、栃木県立図書館、富山県立図書館、和歌山県立図書館、大阪府中ノ島  

国書館、福岡県立図書館、大阪市立中央図書館、徳島県立図書館、藤沢市立市民総合図書館  
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5義 実証試験システム構成   

（1）基幹システム   

情報処理振興事業協会（IPA）情報基盤センター、国立国会図音館及び電子技術総合研究所に各端末を  

設置し、それらを25Mbps回線（NTTマルチメディア実験線）で接続して基幹システムを構築する。  

（2）モニタシステム   

本試験の評価を行うため、総合目録参加館、学識経験者等から、モニター（2～30名程度を予定）を  

選定し、モニタ端末とをISDN回線、一般電話回線で情報基盤センターと接続する。   

6．おわりに   

情報基盤センターの紹介は、URLhttp：／／www．cii．ipa．．go．jpにあります。  
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